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【 部 門 区 分 】 第 ２ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 4 年 4 月 2 2 日 ( 2 0 2 2 . 4 . 2 2 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 1 / 0 2 4 9 0 2
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 1 - 5 3 7 2 6 6 ( P 2 0 2 1 - 5 3 7 2 6 6 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｂ ０ １ Ｄ 3 9 / 2 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｂ ０ １ Ｄ 4 6 / 0 0 ( 2 0 2 2 . 0 1 )
   Ｃ ０ ４ Ｂ 3 8 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｆ ０ １ Ｎ 3 / 0 2 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｂ ０ １ Ｄ 3 9 / 2 0 　 　 　 Ｄ 　 　 　
　 Ｂ ０ １ Ｄ 4 6 / 0 0 ３ ０ ２  　 　 　
　 Ｃ ０ ４ Ｂ 3 8 / 0 0 ３ ０ ３ Ｚ 　 　 　
　 Ｆ ０ １ Ｎ 3 / 0 2 2 　 　 　 Ｃ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 3 年 1 1 月 1 8 日 ( 2 0 2 1 . 1 1 . 1 8 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
特 許 文 献 3 は 、 特 許 文 献 1 と 同 様 に 、 排 ガ ス が 流 入 す る 側 の 流 路 （ 流 入 流 路 ） の 断 面 積 を  
、 排 ガ ス が 流 出 す る 側 の 流 路 （ 流 出 流 路 ） の 断 面 積 よ り 大 き く な る よ う に 構 成 し た 目 封 止  
ハ ニ カ ム 構 造 体 あ っ て 、 流 出 流 路 の う ち の 少 な く と も 一 の 流 路 は 、 前 記 流 路 の 延 び る 方 向  
に 垂 直 な 断 面 に お け る 隔 壁 が 交 差 す る 少 な く と も 一 の 角 部 に 、 前 記 流 出 流 路 を 補 強 す る 補  
強 部 が 形 成 さ れ た 補 強 流 路 で あ り 、 か つ 流 入 流 路 は 、 前 記 流 路 の 延 び る 方 向 に 垂 直 な 断 面  
に お け る 隔 壁 が 交 差 す る 少 な く と も 一 の 角 部 に 、 前 記 流 入 流 路 を 補 強 す る 補 強 部 が 形 成 さ  
れ 、 か つ 前 記 流 入 流 路 の 補 強 さ れ た 角 部 の 数 が 、 前 記 流 出 流 路 の 補 強 さ れ た 角 部 の 数 よ り  
少 な い 目 封 止 ハ ニ カ ム 構 造 体 を 開 示 し て お り 、 流 入 流 路 の 形 状 を 八 角 形 と し て 、 流 出 流 路  
の 形 状 を 四 角 形 と す る の が 好 ま し い と 記 載 し て い る 。 特 許 文 献 3 は 、 こ の よ う な 構 成 を 有  
す る こ と に よ り 、 圧 力 損 失 の 増 加 を 抑 制 で き る と と も に 、 目 封 止 ハ ニ カ ム 構 造 体 の 耐 久 性  
を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 目 封 止 ハ ニ カ ム 構 造 体 を 機 械 的 強 度 に 優 れ た も の と す る こ と が  
で き る と 記 載 し て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム フ ィ ル タ 1 の 隔 壁 の 材 料 と し て は 強 度 及 び 耐 熱 性 の 観 点 か ら 、 炭 化 珪  
素 、 コ ー デ ィ エ ラ イ ト 、 炭 化 珪 素 - 酸 化 物 系 複 合 材 、 珪 素 - 炭 化 珪 素 系 複 合 材 料 、 窒 化 珪 素  
、 ム ラ イ ト 、 ア ル ミ ナ 、 シ リ カ 、 ス ピ ネ ル 、 リ チ ウ ム ア ル ミ ニ ウ ム シ リ ケ ー ト 、 及 び チ タ  
ン 酸 ア ル ミ ニ ウ ム か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 種 を 用 い る の が 好 ま し い 。 中 で  
も 、 コ ー デ ィ エ ラ イ ト は 熱 膨 張 係 数 が 小 さ く 、 耐 熱 衝 撃 性 に 優 れ る こ と か ら 好 ま し い 。 さ  
ら に 、 炭 化 珪 素 - 酸 化 物 系 複 合 材 は 、 耐 熱 性 に よ り 優 れ て い る こ と か ら さ ら に 好 ま し い 。  
炭 化 珪 素 - 酸 化 物 系 複 合 材 は 、 骨 材 の 炭 化 珪 素 を 酸 化 物 の 結 合 材 で 結 合 さ れ て 構 成 さ れ る  



10

20

30

40

50

JP WO2021/024902 A5 2022.4.22(2)

も の で 、 酸 化 物 と し て 、 コ ー デ ィ エ ラ イ ト 、 ム ラ イ ト 、 ス ピ ネ ル 、 ア ル ミ ナ 、 サ フ ィ リ ン  
、 及 び ク リ ス ト バ ラ イ ト か ら 構 成 さ れ る 群 よ り 選 択 さ れ る 少 な く と も 1 種 を 含 む の が 好 ま  
し い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
本 発 明 の セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム フ ィ ル タ の 別 の 例 と し て 、 図 6 に 示 す よ う に 、 ハ ニ カ ム セ グ  
メ ン ト 1 0 が 、 接 合 材 層 1 3 を 介 し て 互 い の 接 合 面 で 一 体 的 に 接 合 さ れ て な る ハ ニ カ ム セ グ  
メ ン ト 接 合 体 と し て も よ い 。 す な わ ち 、 ハ ニ カ ム セ グ メ ン ト を 接 合 し て な る セ ラ ミ ッ ク ハ  
ニ カ ム フ ィ ル タ は 、 流 入 流 路 2 a 及 び 流 出 流 路 2 b の 長 手 方 向 に 垂 直 な 断 面 に お い て 、
( a ) 流 入 流 路 2 a の 断 面 積 が 流 出 流 路 2 b の 断 面 積 よ り 大 き く 、
( b ) 流 入 流 路 2 a 及 び 流 出 流 路 2 b の 断 面 形 状 が 正 四 角 形 の 四 隅 を 切 り 落 と し た 、 4 回 回 転 対  
称 の 八 角 形 で あ り 、
( c ) 流 入 流 路 2 a と 流 出 流 路 2 b と が 、 第 一 の 方 向 と 、 前 記 第 一 の 方 向 に 直 交 す る 第 二 の 方  
向 と に 交 互 に 並 ん で 、 か つ 隔 壁 3 a を 挟 ん で 対 向 す る 辺 同 士 が 平 行 と な る よ う に 配 設 さ れ  
て お り 、
( d ) 流 入 流 路 2 a の 開 口 率 が 4 5 ～ 6 0 % で あ り 、
( e ) 前 記 流 路 の 数 が 3 0 ～ 6 0 個 / c m 2 で あ り 、
( f ) 流 入 流 路 2 a と 、 そ の 流 入 流 路 2 a に 隣 接 す る 流 出 流 路 2 b と の 間 に 形 成 さ れ た 隔 壁 の 厚  
さ t 1 が 0 . 1 5 0 ～ 0 . 2 6 0  m m で あ り 、
( g ) 流 入 流 路 2 a と 、 そ の 流 入 流 路 2 a に 隣 接 す る 流 入 流 路 2 a と の 間 に 形 成 さ れ た 隔 壁 の 厚  
さ t 2 が 、 1 . 1 7 5 ＜ t 2 / t 1 ＜ 1 . 6 を 満 た す ハ ニ カ ム セ グ メ ン ト 1 0 が 、 図 6 に 示 す よ う に 、  
接 合 材 層 1 3 を 介 し て 互 い の 接 合 面 で 一 体 的 に 接 合 さ れ て な る ハ ニ カ ム セ グ メ ン ト 接 合 体  
で あ る 。 ハ ニ カ ム セ グ メ ン ト 接 合 体 の 外 周 面 は 、 外 周 コ ー ト 層 1 4 で 被 覆 す る の が 好 ま し  
い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
セ ラ ミ ッ ク 原 料 は 、 炭 化 珪 素 、 コ ー デ ィ エ ラ イ ト 化 原 料 、 炭 化 珪 素 - 酸 化 物 系 複 合 化 原 料  
、 珪 素 - 炭 化 珪 素 系 複 合 材 料 、 窒 化 珪 素 、 ム ラ イ ト 、 ア ル ミ ナ 、 シ リ カ 、 ス ピ ネ ル 、 リ チ  
ウ ム ア ル ミ ニ ウ ム シ リ ケ ー ト 、 チ タ ン 酸 ア ル ミ ニ ウ ム か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と  
も 1 種 で あ る の が 好 ま し い 。 こ れ ら の 中 で も 、 コ ー デ ィ エ ラ イ ト は 熱 膨 張 係 数 が 小 さ く 、  
耐 熱 衝 撃 性 に 優 れ る こ と か ら コ ー ジ ェ ラ イ ト 化 原 料 が 好 ま し い 。 さ ら に 、 炭 化 珪 素 - 酸 化  
物 系 複 合 化 原 料 は 、 耐 熱 性 に よ り 優 れ て い る こ と か ら さ ら に 好 ま し い 。 炭 化 珪 素 - 酸 化 物  
系 複 合 化 原 料 は 、 骨 材 の 炭 化 珪 素 粒 子 が 酸 化 物 の 結 合 材 で 結 合 さ れ て 構 成 さ れ る も の で 、  
酸 化 物 と し て 、 コ ー デ ィ エ ラ イ ト 粒 子 、 ム ラ イ ト 粒 子 、 ス ピ ネ ル 粒 子 、 ア ル ミ ナ 粒 子 、 サ  
フ ィ リ ン 粒 子 、 ク リ ス ト バ ラ イ ト 粒 子 、 及 び コ ー デ ィ エ ラ イ ト 、 ム ラ イ ト 、 ス ピ ネ ル 、 ア  
ル ミ ナ 、 サ フ ィ リ ン 、 又 は ク リ ス ト バ ラ イ ト を 得 る 原 料 粉 末 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少  
な く と も 1 種 を 含 む の が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ４ ７ 】
造 孔 材 と し て は 、 小 麦 粉 、 グ ラ フ ァ イ ト 、 澱 粉 粉 、 中 実 又 は 中 空 の 樹 脂 ( ポ リ メ タ ク リ ル  
酸 メ チ ル 、 ポ リ メ タ ク リ ル 酸 ブ チ ル 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル 、 ポ リ ス チ レ ン 、 ポ リ エ チ  
レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト ・ ア ク リ ロ ニ ト リ ル 共 重 合 体  
等 ) 等 を 用 い る こ と が で き る 。 こ れ ら の う ち 、 中 空 の 樹 脂 粒 子 が 好 ま し く 、 中 で も メ チ ル  
メ タ ク リ レ ー ト ・ ア ク リ ロ ニ ト リ ル 共 重 合 体 で 形 成 さ れ た 中 空 の 樹 脂 粒 子 が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
焼 成 し て 得 ら れ た セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 の 外 周 周 縁 部 を 除 去 加 工 し た 後 、 目 封 止 部 5  
a , 5 b を 形 成 す る 。 流 入 流 路 2 a に つ い て は 、 流 体 が 流 出 す る 側 の 端 部 に お い て 目 封 止 部 5 a  
を 形 成 し 、 流 出 流 路 2 b に つ い て は 、 流 体 が 流 入 す る 側 の 端 部 に お い て 目 封 止 部 5 b を 形 成  
す る 。 こ の 目 封 止 部 5 a , 5 b の 形 成 に は 、 従 来 公 知 の 方 法 を 用 い る こ と が で き る 。 具 体 的  
な 一 例 と し て 、 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 の 端 面 に フ ィ ル ム を 貼 り 付 け 、 目 封 止 部 を 形 成  
し よ う と す る 流 路 に 対 応 し た 位 置 の フ ィ ル ム に 孔 を 開 け 、 こ の フ ィ ル ム を 貼 り 付 け た ま ま  
の 状 態 で 、 目 封 止 部 の 形 成 材 料 を ス ラ リ ー 化 し た 目 封 止 用 ス ラ リ ー に ハ ニ カ ム 構 造 材 の 端  
面 を 浸 漬 又 は 押 圧 し て 、 フ ィ ル ム に 開 け た 孔 か ら 目 封 止 し よ う と す る 流 路 の 開 口 端 部 内 に  
目 封 止 用 ス ラ リ ー を 充 填 す る 。 充 填 さ れ た 目 封 止 用 ス ラ リ ー を 乾 燥 し た 後 、 必 要 に 応 じ て  
加 熱 及 び 焼 成 し て 硬 化 さ せ る こ と に よ り 目 封 止 部 が 形 成 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
焼 成 し て 得 ら れ た セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 の ハ ニ カ ム セ グ メ ン ト 1 0 の 両 端 部 に 目 封 止 部  
5 a 、 5 b を 形 成 す る 。 こ の 目 封 止 部 5 a , 5 b の 形 成 に は 、 従 来 公 知 の 方 法 を 用 い る こ と が で  
き る 。 具 体 的 な 一 例 と し て 、 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム セ グ メ ン ト 1 0 の 端 面 に フ ィ ル ム を 貼 り  
付 け 、 目 封 止 部 を 形 成 し よ う と す る 流 路 に 対 応 し た 位 置 の フ ィ ル ム に 孔 を 開 け 、 こ の フ ィ  
ル ム を 貼 り 付 け た ま ま の 状 態 で 、 目 封 止 部 の 形 成 材 料 を ス ラ リ ー 化 し た 目 封 止 用 ス ラ リ ー  
に ハ ニ カ ム セ グ メ ン ト 1 0 の 端 面 を 浸 漬 又 は 押 圧 し て 、 フ ィ ル ム に 開 け た 孔 か ら 目 封 止 し  
よ う と す る 流 路 の 開 口 端 部 内 に 目 封 止 用 ス ラ リ ー を 充 填 す る 。 充 填 さ れ た 目 封 止 用 ス ラ リ  
ー を 乾 燥 し た 後 、 必 要 に 応 じ て 加 熱 及 び 焼 成 し て 硬 化 さ せ る こ と に よ り 目 封 止 部 が 形 成 さ  
れ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
得 ら れ た セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 の 外 周 周 縁 部 を 直 径 2 6 4 . 7  m m と な る よ う に 除 去 加  
工 し た 後 、 流 路 端 部 が 目 封 止 部 で 交 互 に 目 封 止 さ れ る よ う に 、 コ ー デ ィ エ ラ イ ト 化 原 料 か  
ら な る 目 封 止 材 ス ラ リ ー を 充 填 し 、 乾 燥 し 、 1 4 0 0 ℃ で 焼 成 を 行 っ た 。 焼 成 後 の 目 封 止 部  
の 長 さ は 7 ～ 1 0  m m の 範 囲 で あ っ た 。 目 封 止 部 を 形 成 し た セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 の  
外 周 に 、 非 晶 質 シ リ カ と コ ロ イ ダ ル シ リ カ と か ら な る 外 皮 材 を コ ー テ ィ ン グ し て 乾 燥 さ せ  
、 外 径 2 6 6 . 7  m m 及 び 全 長 3 0 4 . 8  m m を 有 し 、 表 1 に 示 す セ ル 構 造 （ 図 4 を 参 照 ） 、 及  
び 表 2 に 示 す 気 孔 率 及 び メ ジ ア ン 気 孔 径 を 有 す る 実 施 例 1 ～ 2 及 び 比 較 例 1 ～ 2 の コ ー デ ィ  
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エ ラ イ ト 質 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム フ ィ ル タ を 2 個 ず つ 作 製 し た 。
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